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本日の例会（5月 18 日） 

地区協議会報告 

次回の例会（6月 1日） 

委員会別 次年度活動計画 

２０１６年５月１１日 例会記録 

点 鐘…鶴田幸彦 会長 

ソング…「君が代」「四つのテスト」 

出  席  報  告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(5/11) 

24 

1 

20 

 

0 4 

 

83.33 

 

メイク  

前々回 

(4/24) 

24 

1 

9 

 

7 8 

 

66.67 

メイク 澤井・重森・楠部・乗越・松本・三好・森崎 

食 事 時 間 

 

ＭＥＮＵ 

彩り野菜の韓国風サラダ 

ベイコンと野菜のスープ 

白身魚のムニエル 白ワインクリームソース 

パン  

コーヒーor紅茶 

 

 

会 長 時 間 

２週間ぶりにお会いします。

ゴールデンウイークはいかが

お過ごしでいらっしゃいまし

たでしょうか。昔は、余暇に

対する考え方や姿勢が違い、

アメリカ人は週末の余暇を楽

しく過ごすために「働く」と

いい、日本人は明日からの仕事のために「休養する」と

いっていました。最近は、欧米並みになった休日の数に 

日本国民も上手な過ごし方、生き甲斐を感じるような

利用法に替わってきているように思います。私はとい

えば、いつの休日も、計画ある生活への切り替え、発

想の転換をして楽しい休日、意義ある休日を過ごした

いと考えますが、そうはいきません。 

さて、５月は、若い人々の育成を支援するすべての

ロータリー活動に焦点を当てる「青少年奉仕月間」で

す。ロータリークラブは、この月間中、クラブのニュ

ースレターやその他の広報資料に「各ロータリアンは

青少年の模範」のスローガンを利用するよう奨励され

ています。（ロータリー章典8.060.3.）。 

２０１０年、「新世代奉仕」はロータリーの第五の

奉仕部門となりました。標準ロータリー・クラブ定款

第５条に、「奉仕の第五部門である新世代奉仕は、指

導力養成活動、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕

プロジェクトへの参加、世界平和と異文化の理解を深

め育む交換プログラムを通じて、青少年ならびに若者

によって、好ましい変化がもたらされることを認識す

るものである」と定義されています。 

青少年や若者を対象とした「インターアクト」、「ロ

ーターアクト」、「青少年指導者養成プログラム

［RYLA］」、「青少年交換留学生制度」が新世代奉仕

の代表的なロータリーのプログラムですが、基本的な

考え方は、若い人々にロータリーのプログラムと活動

にもっと参加してもらうことこそ、ロータリーの将来

を確かなものとするためのカギであるというところに

あると思います。 

 私たちのクラブでも広島県立総合技術高等学校との

インターアクト結成を考えていた時期もありますが、

様々な弊害もあり、なかなか実現には至りませんでし

た。が、しかし、本郷町商工まつりチャリティーバザ 



ーでのコラボ、皆さんの会社での職場体験学習の受け入

れ、あるいは会社での従業員教育を含め、これらは「新

世代奉仕」に当たるものと思います。私たちは、ロータ

リアンとして、また一個人として、日本と世界の恒久平

和と豊かな社会の実現のために、青少年教育と新世代奉

仕には尽力していきたいものです。 

幹 事 報 告 

《配 布 物》週報1020号 

《お知らせ》 

   地区協議会参加者の皆様へ 

   5月 15日(日)12:30広島駅北口集合 

   お食事を済ませておいでください。 

卓 話 時 間 

 

本年度活動報告・引継事項 

 

【 鶴 田 会 長 】 

「歳月人を待たず」と申しますが、月日の経つのは本当

に早いもので、当クラブの会長としての在任中、時間に

追われ、相応しい職務を遂行できなかったこと、全く役

に立たなかったことを深く反省しております。それにつ

けても、メンバーの皆様と事務局に支えられ、個人的に

真っ当なロータリアンに育てていただいたこと、良い経

験をさせていただいたことをつくづく実感しておりま

す。皆様にはあらためて感謝いたします。ありがとうご

ざいました。今後、皆様方に助けられた恩義を肝に銘じ、

「Yes Man」として何でも引き受け、微力ながらクラブ

のため、地域のために尽力してまいります。 

今年度の報告 

① 例 会 

・会長の時間は、ロータリーに関すること、時事問題、

雑学のネタ等を交えて、お話しさせていただいた。 

・乗越委員長はじめ管理運営委員会メンバーの人脈を 

 フルに活用していただき、行政とまちづくり、経済を

中心とした話題で、充実した外部卓話、職場例会を行

うことができたと思う。 

・会員卓話の内容も勉強になることが多く、又家族例 

会では若手会員が中心となって企画していただき、年

間を通じて和気藹々とした楽しい例会運営ができた

と思う。 

② 事業及び行事 

・継続事業は、各委員長はじめ委員会メンバーのご協 

力のお陰で円滑に問題なく行うことができた。 

・メンバー全員が活躍できる新たな奉仕事業を発掘す 

ることができなかった。 

・対外行事にも要請があれば積極的に参加した。 

③ 会員増強 

・谷本委員長を中心にメンバー全員の協力を仰ぎ、3名

純増の会員増強ができた。 

・退会会員はひとりも出なかったので有難かった。 

④ 長期戦略計画 

・クラブ存続のための長期戦略計画の素案を作成した。 

⑤ 2016-17年度地区補助金 

・計画どおりの交付決定を受けることができた。 

⑥ 米山奨学生 

・米山奨学会への協力と米山奨学生の支援を行った。 

 

次年度への引継ぎ 

・年間を通じての事業計画立案と外部卓話の人選の難 

しさを感じた。 

・家族の参加を如何にして増やすことができるか考え 

ていただきたい。 

・クラブ存続のための長期戦略計画の検証をしていた

だきたい。 

・２年目 Last Yearとなる米山奨学生の支援をお願い 

したい。 

【 河 井 S A A 】 

みなさまのお蔭をもちまして今年度，無事終えようと

しています。あと少しの期間ですがよろしくお願いい

たします。 

今年度報告 

・何度か例会に欠席する事があり皆さまにはご迷惑を

お掛けしました。 

・例会ではゲストやビジターの方を皆さまで温かくお

迎えできたと思います。 

・スマイルは例年通り集める事ができたと思います。

皆さまありがとうございました。 

・司会進行役は大変でしたが食事も美味しく各例会へ

楽しく参加させていただきました。 

 

次年度への引継ぎ 

・ゲストやビジターのお名前を紹介するとき読み間違

えないよう事前に聞いておく。 

・ホワイトボードには例会回数記入。 

・食事のメニューに振り仮名を記入して頂く。 

 

【乗越クラブ管理運営委員長】 

今年度は、明るく・行動力のある会長ときめ細やか

な幹事さんのもと、委員会が引っ張られ、工夫を凝ら

した家族例会やバラエティにとんだ素晴らしいゲス

ト卓話で、例会を盛り上げることが出来ました。 

 このように、楽しく・気がねのない・温かい広島空

港ロータリークラブということで会員増強も出来、ま

すます活力あるクラブとして、存在感を高めることが

出来たと思います。 

 ただ残念だったのは、家族例会へのご家族の参加が

少なかったので、委員長としての力の無さを反省して

います。来年度は、声を掛け合いより多くの方の参加

を頂けるよう工夫できたらと思います。 

 



 

【谷本会員組織委員長】 

会員増強は、増員５名を目指して、会長中心に頑張

ってきました。7月に 1名、４月に１名、５月に１名の

入会式を行い、今年度、純増３名，１２％の増強とな

っております。現在の入会候補者２名おられ、入会勧誘

にあたっております。 

広島空港ＲＣクラブは、本郷町を中心に三原市内、

東広島市の東部地区と広域にわたっております。若手

が仲間を増やし、若者が集う楽しいクラブづくりを目

指してきました。みんなが思いやりと優しさをもった

クラブで、全員が和気藹々と活動しております。この

良さを維持していくためには、クラブ会員３０人が適

切である考えております。 

今年度の会員数は２５名の予定です。次年度も３０

名の会員を目指して、楽しい仲間を増やして下さい。 

宜しくお願いいたします。 

【楠部奉仕プロジェクト委員長】 

① 職場例会の実施(職業奉仕) 

職場の都合等により予定時期より遅れたが、2016

年 6月に京都西本願寺にて実施。 

② キャリア教育に協力(青少年奉仕)(職業奉仕) 

中、高校生の職場体験学習に会員が協力し、青少年

の職業への理解を高めた。(報告書を作成) 

③ 本郷商工祭りでチャリティーバザー実施(社会奉仕) 

 2015年 10月 17日(土)18日(日)の２日間チャリテ

ィーバザーを実施した。 

④ 地区補助金活用プロジェクト(社会奉仕) 

2710地区からの地区補助金(150,000円)にチャリ 

ティーバザーの売上金  (171,896円)を加えて 

河内陽だまり作業所へエアーコンプレッサー1台、 

刈払機 1台 贈呈を 9月 16日実施。 

⑤ 知的障害者自立支援のため毎月第一例会でパンを

購入(社会奉仕) 

 障害者雇用事業所のスワンベーカリーの営業譲渡に

より、2015年 12月 2日例会をもって支援を終了。 

(2001年 3月からの購入総数 12,132個) 

⑥ 沼田川クリーンキャンペーンへの参加(社会奉仕) 

2016 年 4 月 24 日(日)8:00～沼田川清掃活動に参加 

(川流域だけでなく沿道も清掃) 

⑦ 国際奉仕プロジェクトの検討(国際奉仕) 

ブルキナファソ栄養失調児回復センターの児童ダ

ニエル君への学資支援はしばらく中断していたが、

同君が学校卒業でき、すでに電気技師として働いて

いることが判明した。支援の為に預金してあった預

金より 10 万円を就職お祝い金として送金(2015 年

10月 30日)し、ブルキナファソ支援を終了。 

⑧ RYLAへの積極的参加(青少年奉仕) 

   2015年 11月 14日（土）～15日（日）萩で開催。 

城南運輸 田井龍成さん(25歳)が参加。 

【森崎広報委員長】 

・職業奉仕について会員の理解を深めることを方針と

しましたが、広報委員会として大した活動は出来ま

せんでした。 

・週報の発行は順調でありましたが、いつもながら事

務局のおかげであると感謝しております。 

・広報委員会が長年掲げては成し遂げられなかった 

「ＩＴの活用」という目標ですが、今年度、広島空港

RC のホームページをやっと立ち上げることが出来

大変喜ばしく思います。最終的には専門家に依頼し

たこともありますが、満足できるホームページが完

成しました。 

・地域社会にクラブの認知度を向上させる為にも、ホ

ームページの更新継続を、会員の方々の力で続けて

頂きたいと思います。 

 

【澤井財団委員長】 

① 年次寄付の実施(1人当たり 100ドル) 

     認証ポイント使用(1,500ポイント) 

 1名ポールハリスフェロー  

4名マルチプルポールハリスフェロー 

② ポリオ・プラスへの寄付の実施 

1人当たり 15ドル＋募金箱 344.54ドル) 

③ 米山記念奨学会の寄付の実施 

1人当たり 3,000円 

米山記念奨学生の引き受け 

   引受期間  2015/4/1～2017/3/31  

④ 地区補助金補助金の活用 

      2015-2016年度申請 (2015年 9月 16日実施) 

    寄付先 特定非営利活動法人  

河内陽だまり作業所 

    寄付品 エアーコンプレッサー１台  

刈払い機 １台 

金額  ２６５，８００円 

（補助金 150,000円 クラブ負担 115,800円） 

                       その他費用 40,200円 

   2016-2017年度申請 承認 

    寄付先 障害福祉サービス事業 とよの郷 

    寄付品 テント 1セット 145,000円   

発電機 1基 128,304円 

金額  ２７３，３０４円 

（補助金 160,000円クラブ負担 113,304円） 

 

次年度への引継ぎ 

①年次寄付 ②ポリオ・プラスへ寄付  

③米山記念奨学会への寄付・米山記念奨学生との交流 

④地区補助金・グローバル補助金の活用 

⑤べネファクターの推進 

⑥ロータリーカードの推進  


